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研究成果の概要（和文）：英語を話せるようになるには、耳で聞き、口で話し、目で見て、全身を動かすのが大
切。会話の韻律（声の抑揚のこと）を聞き取り、身体言語（表情・身振りのこと）を見て理解し、それぞれを自
ら発せられるようにしたい。
授業時間を効率よく活用するために予習復習すべきだ。自律学習（ひとりで学ぶこと）・反転学習（予習のこ
と）・能動学習（予習にもとづく体験活動のこと）を用いた学習手法を設計・運用・評価した。
全身を用いた会話を予習し実践した結果、歌うと韻律の一部が上達すること、連語（頻度の高い単語の組み合わ
せのこと）を用いるとより自然に話せること、身振りを繰り返し実践すると無意識にできるようになること、が
分かった。

研究成果の概要（英文）：When learning to speak non-native languages face to face, we need training 
in hearing, saying, seeing, and moving: that is, (a) hearing what other people say, (b) saying what 
you want to say, (c) seeing the posture, hand movements, facial expressions, and eye contact that 
other people use to show their intent, and (d) moving your body to show your intent. 
In order to efficiently use classroom time, we want to prepare saying and moving before class. We 
designed, implemented, and evaluated learning experiences that combine autonomous learning (i.e., 
learning at our own pace), flipped learning (i.e., preparing for interactions in class), and active 
learning (i.e., interacting in class). Students use computer-aided language learning (CALL) outside 
of class, and interact face to face with people in class. 
Results show that (a) singing improves aspects of prosody, (b) saying and writing by using 
collocations improves fluency, and (c) repeating the use of gestures improves their automaticity.

研究分野： educational engineering 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 
英語を学ぶ方法のうち、古典的かつ普及して
いる方法を、語彙の学習を例に説明しよう。 
 
英単語と日本語訳の組み合わせを覚えるのが
普及した手法。単語カードを作るも良し、試
験に出ると予想される単語を集めた書籍を買
うも良し。単語を見ては意味を思い出し、正
解であることを確かめる、この作業の反復だ。 
 
文章や発言の種類は無限にある（無限に存在
することを数学的に証明できる）。語彙は（数
千・数万も存在するとはいえ）有限であるか
ら、まずは語彙と文法を学んで、組み合わせ
て文章を作ろうと考えるのが、広く使われて
いる指導法である。 
 
対して、英語を話せるようになりたいと願う
のであれば、決まり文句などを鵜呑みの丸覚
えするのが手っ取り早い。"It's nice to meet you", 
"Thank you"といった表現は文法や語彙を分解
しなくても覚えてしまえば使える。"So long", 
"How's it going?"といった表現は文法や文法を
分解するとむしろわかりづらい。 
 
広く使われている学び方では、決まり文句は
種類が少ない、そのため決まり文句だけでは
会話の内容が制限されてしまい不利だ、だか
ら文法と語彙の組み合わせを重視すべきだ、
と考えられてきた。 
 
ところが実際には「間違いではないが、へん
てこりんだ」と判断される表現が多数存在す
る。たとえば、日本語で「左右」と書けば「さ
ゆう」としか読まず、「右左」と書けば「みぎ
ひだり」としか読まない。「ひだりみぎり」「ゆ
うさ」とは言わない。「右も左も分からない」
という言い回しがあるものの「左も右も分か
らない」とは言わない（言っても通じるけれ
ども「普通ではない」「言い間違えた」「外人っ
ぽい」と感じ取れる）。「左」「右」を単語とし
て覚えるだけではダメで、それぞれの組み合
わせられる頻度の高い表現を合わせて学ぶの
が自然さ・流暢さの礎となり、理解されやす
くなるわけだ。 
 
日本語をたくさん聞き話すうちに、どのよう
な単語の組み合わせが自然であるか（いいか
えると、どの単語が一緒に使われる頻度が高
いか）が分かってきて、知らず知らずに覚え
る。あまりにも頻度が高いと全部を聞かずと
も理解できる。たとえば「単刀＿＿」といえば
「直入」、「快刀＿＿」といえば「乱麻」と続く。
「快刀直入」だって意味が通るけれども、言
わないのである。言わない表現を外国語で用
いると誤解される。「わざと言ったのかな。だ
とすれば意図は？」「間違えたのかな。日本語
が下手だな」「なんのこっちゃ？さっぱりわか
らん」。 

 
これらの決まり文句や高頻度の単語たちを連
語 collocation と呼んでいる。表現が決まって
いるだけに発音も決まっている傾向にある。
それらをまとめて覚えると、通じる英語が効
率よく学べそうだ。 
 
連語や発音とともに身振りも覚えたい。いま
までの指導法は、せいぜい座学だった。全身
を使って言葉を学ぶことの有効性は、ずいぶ
ん前から知られている。そこで全身の行動と
ともに連語と発音をまとめて学ぶ学習方法を
考えた。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
英語を話せるようになるには、耳で聞き、口
で話し、目で見て、全身を動かすのが大切。会
話の韻律（声の抑揚のこと）を聞き取り、身体
言語（表情・身振りのこと）を見て理解し、そ
れぞれを自ら発せられるようにしたい。 
 
教師やトレーナーによる授業時間を活用する
ために予習復習すべきだ。自律学習（ひとり
で学ぶこと）・反転学習（予習のこと）・能動学
習（予習にもとづく体験活動のこと）を用い
た学習手法を設計・運用・評価したい。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
韻律産出（韻律を用いて話すこと）、連語産出
（連語を用いて書いたり話したりすること）、
身体言語産出（身振りを用いて話すこと）、自
律型学習・反転学習（ひとりで予習すること）
の手法をそれぞれ考案し、組み合わせて、能
動学習型の授業に用いた。以下、図解する。 
 
 
韻律産出 
 
韻律を約 50 人に一斉指導するためには各生
徒の口の動きを目視にて観察・評価したい。
歌は時間が同期している（全員が声をそろえ
て同時に歌う）ので、発音を間違えると口の
動きが周囲と食い違うから、教師が生徒を目
で見るだけで判断できる。音節ごとに音程が
異なる曲を歌うと、音節を発音するタイミン
グが正しいか否かを本人が判断できる。 
 
在来手法である shadowing（聞いた発言をワン
テンポ遅れて復唱すること）は時間のずれ（遅
れる時間の長さ）が生徒によりまちまちであ
るため正しく発音しているかを目視だけでは
判断できないし、テンポがずれているかを生
徒本人が判断できない。 



 

 

 
図１	 歌唱に用いた歌詞の一部。下線は
linking（隣接する音がつながって発音される
こと）を示す。右上に小さく書かれた文字は
帯気を伴わない破裂音（たとえば"just"は[t]を
発音後に舌を上あごにつけたままとして発音
すること）を示す。(Credit: Boys Town Gang, 
"Can't take my eyes off of you".) 
 
 
連語産出、自律型学習・反転学習 

 
図２	 連語産出の自律型学習・反転学習に用
いた連語ならびに生徒の書いた文章の一部。 
 
 
生徒はオンライン学習システムを授業の数日
前に用いて文章を書く。執筆にかかる時間は
個人によってまちまち。各自のペースでじっ
くり作文できるので、教材の理解が深まる。
ここで書いた文章を授業で話す。話すと知っ
ているから熱意もわく。 

動画を視聴して身体言語の動作を見て分かる
ようになる。 
 
オンライン学習システムで提出した宿題（予
習が宿題）が採点され成績に反映される。 
 
 
身体言語産出 

 
図３	 教室に机がない。立ちっぱなし、しゃ
べりっぱなし。立ち歩くので身体言語を産出
しやすい。（個人情報保護のために表情の見え
にくい写真を掲載した。） 
 
 
生徒は予習の段階で書いた文章を話すので、
授業中に執筆する時間を要さない。授業時間
は貴重。連語を話すことと身体言語産出に専
念できる。 
 
何度も繰り返すと身体言語を考えずに産出で
きるようになる。 
 
 
４．研究成果 
 
歌うと韻律の一部が上達すること、連語を用
いるとより自然に話せること、身振りを繰り
返し実践すると無意識にできるようになるこ
と、が分かった。 
 
定量的な分析（実験を通じて測定した数値に
もとづく統計的な解析とその解釈のこと）は、
それぞれの論文をごらんいただきたい。 
 
「５．主な発表論文等」の Noriaki Katagiriと
私との共著論文が、英語授業における行動を
分析する手法の考案ならびに分析結果。
Naomi Suzaki と私との共著論文が、英語の歌
唱による発音指導の手法の考案ならびに指導
成果。Ivy Chu-hui Linと私との共著論文が、連
語による語彙学習の手法の考案ならびに指導
成果。Akio Ohnishiと私との共著論文が、自律
学習・反転学習を実現するためのオンライン
学習システムの考案ならびに指導成果。 
 
学習方法が注目され、現職教員を指導するた
めの講演に 2 回招待された。オンライン学習
システムの研究が優秀論文賞を受けた。 
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